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西
念
寺
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
増
補
と
脱
漏

│
│
異
本
注
記
の
有
無
に
つ
い
て
│
│
（
三
）

小　

林　

恭　

治

本
稿
は
左
記
の
拙
論
の
続
編
で
あ
る
。

・「
西
念
寺
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
増
補
と
脱
漏　

―

異
本
注
記
の
有
無
に
つ
い
て―

（
一
）」

　
　
　
　
（『
鶴
見
大
学
紀
要
』
第
47
号　

第
一
部　

日
本
語
・
日
本
文
学
編　

平
成
22
年
３
月
）

・「
西
念
寺
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
増
補
と
脱
漏　

―
異
本
注
記
の
有
無
に
つ
い
て―

（
二
）」

　
　
　
　
（『
鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
15
号　

平
成
22
年
４
月
）



二

13
、「
ヌ
イ
」（
12
オ
）

資
料
Ｂ-

11
の
項
目
は
注
記
数
が
多
い
の
で
、
次
に
示
す
よ
う
に
各
写
本
に
お
け
る
注
記
の
配
列
順
に
①
②
…
…
の
番
号
を
付
し
、
そ

れ
に
基
づ
い
て
、
表
Ｂ-

11-

ａ
に
観
智
院
本
の
配
列
順
に
し
た
が
っ
て
各
写
本
の
注
記
の
対
照
表
を
作
成
し
た
。

観智院本

①
胡
墾コ
ム

反

②
モ
ト
ル　

③
ヒ
ス
カ
シ

④
ユ
ク　

⑤
フ
シ
コ
ル　

⑥
せ
メ
ク　

⑦
ソ
メ
ク　

⑧
ア
ラ
フ
ウ

⑨
ミ
ツ　

⑩
タ
カ
フ　

⑪
モ
チ
井
ル　

⑫

カ
ル　

⑬
イ
ソ
ク

西念寺本

①
胡
墾コ
ン

乂　

②
モ
ト
ル　

③
ヒ
ス
カ
シ　

④
ユ
ク　

⑤
フ
シ
コ
ル

⑥
せ
メ
ク　

⑦
ソ

ク　

⑧
ヌ
イ　

⑨
ア
ラ
ソ
ウ　

⑩
タ
カ
フ　

⑪
ミ
ツ

⑫
モ
チ
井
ル　

⑬

カ
ル　

⑭
イ
ソ
ク

高山寺本

①
胡
墾コ
ン

反　

②
ヒ
爪
カ
シ　

③
モ
ト
ル　

④
フ
シ
コ
ル

⑤
せ
メ
ク　

⑥
ソ
ヌ
ク　

⑦
ア
ラ
ソ
ウ　

⑧
ユ
ク　

⑨
ミ
ツ

⑩
タ
カ
フ　

⑪
モ
チ
□
ル　

⑫

カ
ル　

⑬
イ
ソ
ク

観智院本

①
胡
墾コ
ム

反

②
モ
ト
ル　

③
ヒ
ス
カ
シ

④
ユ
ク　

⑤
フ
シ
コ
ル　

⑥
せ
メ
ク　

⑦
ソ
メ
ク　

⑧
ア
ラ
フ
ウ

⑨
ミ
ツ　

⑩
タ
カ
フ　

⑪
モ
チ
井
ル　

⑫

カ
ル　

⑬
イ
ソ
ク

西念寺本

①
胡
墾コ
ン

乂　

②
モ
ト
ル　

③
ヒ
ス
カ
シ　

④
ユ
ク　

⑤
フ
シ
コ
ル

⑥
せ
メ
ク　

⑦
ソ

ク　

⑧
ヌ
イ　

⑨
ア
ラ
ソ
ウ　

⑩
タ
カ
フ　

⑪
ミ
ツ

⑫
モ
チ
井
ル　

⑬

カ
ル　

⑭
イ
ソ
ク

高山寺本

①
胡
墾コ
ン

反　

②
ヒ
爪
カ
シ　

③
モ
ト
ル　

④
フ
シ
コ
ル

⑤
せ
メ
ク　

⑥
ソ
ヌ
ク　

⑦
ア
ラ
ソ
ウ　

⑧
ユ
ク　

⑨
ミ
ツ

⑩
タ
カ
フ　

⑪
モ
チ
□
ル　

⑫

カ
ル　

⑬
イ
ソ
ク
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三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

表
Ｂ-

11-

ａ
を
見
る
と
、
西
念
寺
本
の
標
出
漢
字
「

」

の
カ
タ
カ
ナ
注
記
⑧
「
ヌ
イ
」
が
観
智
院
本
に
見
え
な
い
。

鎮
国
守
国
神
社
本
は
項
目
自
体
が
佚
文
と
な
っ
て
い
る
が
、

こ
の
⑧
「
ヌ
イ
」
は
、
高
山
寺
本
に
も
見
え
な
い
の
で
、
西

念
寺
本
の
増
補
と
思
わ
れ
る
。

西
念
寺
本
の
⑧
「
ヌ
イ
」
は
、
左
隣
の
⑦
「
ソ

ク
」
の

「

」
字
の
右
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「『
ソ

ク
』

の
『

』
が
異
本
で
は
『
ヌ
』
と
記
さ
れ
て
い
る
」
の
意
を

示
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
西
念
寺
本
の
⑦
「
ソ

ク
」
の
「

」
字

は
、
カ
タ
カ
ナ
の
『
メ
』
を
書
き
損
じ
た
も
の
と
思
わ
れ（

38
）る（
39
）。「

」
字
が
、
本
来
、
カ
タ
カ
ナ
の
『
メ
』
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
西
念

寺
本
の
⑦
「
ソ

ク
」
は
『
ソ
メ
ク
』
と
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
、
西
念
寺
本
の
異
本
注
記
⑧
「
ヌ
イ
」
は
、
そ
れ
が
付
さ
れ
た
当
初
に
お

い
て
は
、「『
ソ
メ
ク
』
の
『
メ
』
が
異
本
で
は
『
ヌ
』
と
記
さ
れ
て
い
る
」
の
意
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
カ
タ
カ
ナ
の
『
メ
』
と

『
ヌ
』
は
字
画
の
状
況
が
類
似
し
て
い
る
の
で
、『
メ
』
字
の
『
ノ
』
画
と
、『
ヌ
』
の
『

』
画
の
起
筆
部
付
近
に
お
い
て
は
、
わ
ず
か

な
筆
遣
い
の
加
減
に
よ
り
、
次
の
転
写
者
が
字
画
を
誤
認
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
結
果
、
カ
タ
カ
ナ
の
字
体
を
変
更
さ
せ
て
し
ま
う

可
能
性
が
相
互
に
存
す
る
こ
と
が
充
分
に
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
表
Ｂ-

11-

ａ
で
、
西
念
寺
本
の
⑦
「
ソ

ク
」
に
対
応
す
る
各
写
本
の
注
記
の
状
況
を
確
認
す
る
と
、
観
智
院
本
で
は
⑦
「
ソ

メ
ク
」、
高
山
寺
本
で
は
⑥
「
ソ
ヌ
ク
」
と
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
高
山
寺
本
の
⑥
「
ソ
ヌ
ク
」
は
意
味
不
明
で
あ
る
の
で
、

観
智
院
本

西
念
寺
本

高
山
寺
本

①
胡
墾コ
ム

反

②
モ
ト
ル

③
ヒ
ス
カ
シ

④
ユ
ク

⑤
フ
シ
コ
ル

⑥
せ
メ
ク

⑦
ソ
メ
ク

⑧
ア
ラ
フ
ウ

⑨
ミ
ツ

⑩
タ
カ
フ

⑪
モ
チ
井
ル

⑫

カ
ル

⑬
イ
ソ
ク

①
胡
墾コ
ン

乂

②
モ
ト
ル

③
ヒ
ス
カ
シ

④
ユ
ク

⑤
フ
シ
コ
ル

⑥
せ
メ
ク

⑦
ソ

ク

⑧
ヌ
イ　

⑨
ア
ラ
ソ
ウ　

⑪
ミ
ツ

⑩
タ
カ
フ　

⑫
モ
チ
井
ル　

⑬

カ
ル　

⑭
イ
ソ
ク

①
胡
墾コ
ン

反

②
ヒ
爪
カ
シ

③
モ
ト
ル

⑧
ユ
ク

④
フ
シ
コ
ル

⑤
せ
メ
ク

⑥
ソ
ヌ
ク

⑦
ア
ラ
ソ
ウ

⑨
ミ
ツ

⑩
タ
カ
フ

⑪
モ
チ
□
ル

⑫

カ
ル

⑬
イ
ソ
ク

表B-11-a

観
智
院
本

西
念
寺
本

高
山
寺
本

①
胡
墾コ
ム

反

②
モ
ト
ル

③
ヒ
ス
カ
シ

④
ユ
ク

⑤
フ
シ
コ
ル

⑥
せ
メ
ク

⑦
ソ
メ
ク

⑧
ア
ラ
フ
ウ

⑨
ミ
ツ

⑩
タ
カ
フ

⑪
モ
チ
井
ル

⑫

カ
ル

⑬
イ
ソ
ク

①
胡
墾コ
ン

乂

②
モ
ト
ル

③
ヒ
ス
カ
シ

④
ユ
ク

⑤
フ
シ
コ
ル

⑥
せ
メ
ク

⑦
ソ

ク

⑧
ヌ
イ　

⑨
ア
ラ
ソ
ウ　

⑪
ミ
ツ

⑩
タ
カ
フ　

⑫
モ
チ
井
ル　

⑬

カ
ル　

⑭
イ
ソ
ク

①
胡
墾コ
ン

反

②
ヒ
爪
カ
シ

③
モ
ト
ル

⑧
ユ
ク

④
フ
シ
コ
ル

⑤
せ
メ
ク

⑥
ソ
ヌ
ク

⑦
ア
ラ
ソ
ウ

⑨
ミ
ツ

⑩
タ
カ
フ

⑪
モ
チ
□
ル

⑫

カ
ル

⑬
イ
ソ
ク

表B-11-a



四

西
念
寺
本
の
⑦
「
ソ

ク
」
は
、
観
智
院
本
の
⑦
に
あ
る
よ
う
に
「
ソ
メ
ク
」
を
書
き
誤
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

西
念
寺
本
の
異
本
注
記
⑧
「
ヌ
イ
」
の
内
容
は
、
高
山
寺
本
の
⑥
「
ソ
ヌ
ク
」
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
高
山
寺
本
の
⑥

「
ソ
ヌ
ク
」
も
転
写
の
段
階
で
『
ソ
メ
ク
』
を
書
き
誤
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

西
念
寺
本
の
⑦
「
ソ

ク
」
の
「

」
の
字
形
か
ら
、
西
念
寺
本
の
状
況
は
観
智
院
本
に
近
い
こ
と
が
わ
か
る
が
、
一
方
、
西
念
寺
本

が
対
照
し
た
異
本
は
、
高
山
寺
本
の
状
況
と
同
様
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

14
、「

イ
」（
13
オ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

資
料
Ｂ-

12
の
西
念
寺
本
の
標
出
漢
字
「（

40
）」

の
反
切
注
記
「

乂
」
の
「

」

字
の
右
の
「

イ
」
と
い
う
注
記
が
観
智
院
本
に
見
え
な
い
。
鎮
国
守
国
神
社
本
で
は

項
目
自
体
が
佚
文
で
あ
る
が
、
こ
の
「

イ
」
は
高
山
寺
本
に
も
見
え
な
い
の
で
、
西

念
寺
本
の
増
補
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
西
念
寺
本
の
「

イ
」
は
、「
反
切
注
記
の
『

乂
』
の
『

』
が
異
本
で

は
『

』
と
記
さ
れ
て
い
る
」
の
意
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
資
料
Ｂ

-

12
に
見
え
る
各
写
本
の
標
出
漢
字
「

」
に
対
す
る
反
切
注
記
の
記
載
状
況
を
見
る

と
、
そ
れ
ら
反
切
注
記
は
、
表
Ｂ-

12-

ａ
に
示
し
た
よ
う
に
、
写
本
間
で
声
母
字
、
韻
母
字
と
も
に
、
そ
の
字
形
に
相
違
が
存
す
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
る
。

資料B-12資料 B-12



西
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五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
ず
、
表
Ｂ-

12-

ａ
の
観
智
院
本
の
一
文
字
目
の
声
母
字

は
、
虫
損
に
よ
り
、
部
分
的
に
字
画
が
確
認
で
き
な
い
箇
所

が
存
す
る
が
、
資
料
Ｂ-

12
の
、
残
さ
れ
た
字
画
の
様
子
か

ら
、
そ
の
字
画
に
「
辶
」
を
含
ん
で
い
る
こ
と
は
容
易
に
看

取
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
、
そ
の
他
の
残
存
部
分
か
ら
、
観
智
院
本
の
声
母
字
は
、
西
念
寺
本
の
異
本
注
記
「

イ
」
の
「

」
字

と
同
様
の
字
画
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
標
出
漢
字
「

」
の
漢
字
音
か
ら
す
れ
ば
、
こ
こ
で
の
反
切
注
記
は
、
高
山
寺
本
の
「
匹
規
反
」
で
矛
盾
が
な
い
と
思
わ
れ
る

こ
と
か
ら
、
当
初
の
記
述
は
『
匹
規
反
』
と
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
西
念
寺
本
に
お
け
る
異
本
対
照
が
実
施
さ
れ
る
ま
で

に
は
、『
匹
規
反
』
の
声
母
字
『
匹
』
の
記
載
状
況
が
、
次
の
よ
う
に
変
化
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

〈
第
１
段
階
〉「

」
項
目
の
反
切
注
記
の
声
母
字
は
、
高
山
寺
本
の
よ
う
に
当
初
、『
匹
』
で
あ
っ
た
。

〈
第
２
段
階
〉
観
智
院
本
・
西
念
寺
本
の
元
と
な
る
系
統
の
写
本
で
は
、
そ
の
『
匹
』
字
の
最
終
画
の
『

』
を
『
辶
』
と
勘
違
い

し
て
誤
写
が
発
生
し
、『

』
が
成
立
し
た
。

〈
第
３
段
階
〉
西
念
寺
本
の
系
統
の
写
本
で
は
、『

』
の
『

』
の
部
分
を
『

』
を
書
き
崩
し
た
も
の
で
あ
る
と
誤
解
し
、『

』

の
箇
所
を
楷
書
化
す
る
意
図
で
、『

』
が
成
立
し
た
。

観
智
院
本

西
念
寺
本

高
山
寺
本

□
規
乂

乂

匹
規
反

表B-12-a

観
智
院
本

西
念
寺
本

高
山
寺
本

□
規
乂

乂

匹
規
反

表B-12-a



六

〈
第
４
段
階
〉
西
念
寺
本
の
系
統
で
は
、
異
本
対
照
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
際
に
、〈
第
３
段
階
〉
の
段
階
の
『

』
字
に
対
し
て
、

〈
第
２
段
階
〉
の
写
本
の
『

』
を
参
照
し
、
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
『

イ
』
を
異
本
注
記
と
し
て
追
記
し
た
。

ゆ
え
に
、
西
念
寺
本
の
「

イ
」
の
情
報
源
と
な
っ
た
異
本
は
、
右
の
〈
第
２
段
階
〉
の
写
本
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
、
西
念
寺
本
の
反
切
注
記
「

乂
」
の
韻
母
字
の
「

」
に
つ
い
て
は
、
高
山
寺
本
に
「
規
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、『
規
』
字

を
誤
写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
異
本
注
記
が
付
さ
れ
て
い
な
い
。
と
す
れ
ば
、「

イ
」
を
付
記
し
た
異
本
対

照
時
に
お
い
て
は
韻
母
字
に
つ
い
て
の
異
同
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
、
西
念
寺
本
の
韻
母
字
が
「

」
と
記
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、「

イ
」
の
際
の
異
本
対
照
が
実
施
さ
れ
た
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
す
る
と
、
韻
母
字
「

」

が
成
立
し
た
後
、
西
念
寺
本
で
は
再
び
異
本
対
照
が
な
さ
れ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
そ
う
で
あ
る
。

15
、「

イ
」（
13
オ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

資
料
Ｂ-

13
の
西
念
寺
本
の
標
出
漢
字
「（

41
）」

の
項
目
の
末
尾
の
「

イ
」
と
い
う

注
記
が
観
智
院
本
に
見
え
な
い
。
鎮
国
守
国
神
社
本
で
は
項
目
自
体
が
佚
文
で
あ
る

が
、
こ
の
「

イ
」
は
高
山
寺
本
に
も
見
え
な
い
の
で
、
西
念
寺
本
の
増
補
と
思
わ
れ

る
。と

こ
ろ
で
、
こ
の
西
念
寺
本
の
「

イ
」
の
注
記
に
つ
い
て
は
、「
イ
」
と
あ
る
と

こ
ろ
か
ら
異
本
注
記
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、「

イ
」
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
に

つ
い
て
は
、
そ
の
「

イ
」
の
「

」
字
の
字
形
の
問
題
と
、
注
記
自
体
の
記
載
場
所

資料B-13資料 B-13
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七

の
問
題
か
ら
、
西
念
寺
本
本
文
の
ど
の
文
字
に
対
す
る
注
記
で
あ
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
解
釈
が
分
か
れ
る
。

ま
ず
、「

イ
」
を
一
見
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
次
の
二
つ
の
解
釈
が
考
え
ら
れ
る
。

〈
ａ
〉「

イ
」
は
、
西
念
寺
本
の
第
一
注
記
「
又

」
の
「

」
字
の
左
に
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、「『

』
は
異
本
で
は

『

』
と
記
さ
れ
て
い
る
」
の
意
を
示
し
て
い
る
。

〈
ｂ
〉「

イ
」
は
、
西
念
寺
本
の
第
二
注
記
「

乂
」
の
直
後
に
記
さ
れ
て
お
り
、「

イ
」
の
「

」
字
の
字
形
が
、「

乂
」
の
韻
母
字
「

」
字
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、「
反
切
注
記
の
『

乂
』
の
韻
母
字
『

』
が
異
本
で
は
『

』
と

記
さ
れ
て
い
る
」
の
意
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し
、〈
ａ
〉
の
場
合
は
、　

異
本
対
照
の
対
象
と
さ
れ
た
西
念
寺
本
の
「

」
字
に
つ
い
て
は
、
資
料
Ｂ-

13
の
観
智
院
本
・
高
山

寺
本
と
比
較
し
て
も
字
体
的
な
相
違
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
、
ま
た
、
一
般
論
と
し
て
、「

」
字
を
書
き
崩
し
た
り
、
ま
た
は
誤
記
し

た
と
し
て
も
、「

イ
」
の
「

」
字
の
よ
う
に
変
形
す
る
可
能
性
が
低
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、〈
ａ
〉
の
案
は
比
較
対
照
す
る
文
字

相
互
の
字
画
の
状
況
か
ら
、
否
定
さ
れ
て
よ
い
と
考
え
る
。

〈
ｂ
〉
の
場
合
、
そ
の
第
二
注
記
で
あ
る
反
切
の
記
載
状
況
に
は
、
表
Ｂ-

13-

ａ
に
示
し
た
よ
う
に
、
写
本
間
で
声
母
字
、
韻
母
字
と

も
に
、
そ
の
字
画
に
相
違
が
見
ら
れ
る
。



八

表
Ｂ-

13-

ａ
を
見
る
と
、
観
智
院
本
で
は
、
声
母
字
が
「

」、
韻
母
字
が
「

」
と
な
っ

て
い
る
。
韻
母
字
の
「

」
は
い
わ
ゆ
る
『
債
』
字
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
高
山
寺
本
で

は
、
声
母
字
が
虫
損
の
た
め
確
認
で
き
な
い
が
、
韻
母
字
は
「
漬
」
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
。
そ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
西
念
寺
本
の
韻
母
字
が
「

」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、

「

イ
」
の
現
況
に
つ
い
て
、
次
の
二
案
が
考
え
ら
れ
る
。

〈
ｃ
〉
西
念
寺
本
の
「

イ
」
は
、
韻
母
字
の
「

」
字
の
記
載
が
、
異
本
で
は
観
智
院
本
の
よ
う
な
「

」（『
債
』）
字
で
あ
る
こ

と
を
示
し
た
が
、
そ
れ
を
誤
記
し
て
し
ま
っ
た
も
の
。

〈
ｄ
〉
西
念
寺
本
の
「

イ
」
は
、
韻
母
字
の
「

」
字
の
記
載
が
、
異
本
で
は
高
山
寺
本
の
よ
う
な
『
漬
』
字
で
あ
る
こ
と
を
示

し
た
が
、
そ
れ
を
誤
記
し
て
し
ま
っ
た
も
の
。

先
の
〈
ｂ
〉
案
に
し
た
が
っ
た
場
合
、〈
ｃ
〉
案
の
「

」（『
債
』）
字
も
、〈
ｄ
〉
案
の
『
漬
』
字
も
、
と
も
に
、
旁
の
部
分
は
『
責
』

と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
西
念
寺
本
の
「

イ
」
の
「

」
字
の
旁
の
部
分
は
、『
責
』
を
記
そ
う
と
し
て
書
き
損
じ
た
も
の
と

い
う
解
釈
が
可
能
と
な
る
。
す
る
と
、
こ
の
場
合
、〈
ｃ
〉
と
〈
ｄ
〉
の
相
違
点
は
偏
の
部
分
と
い
う
こ
と
に
な
り
、〈
ｃ
〉
案
の
『
債
』

字
の
「
亻
」
か
、〈
ｄ
〉
案
の
『
漬
』
字
の
「
氵
」
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、「
亻
」
も
「
氵
」
も
、
書
き
崩
し
た
際
に
は
、

観智院本

乂

西念寺本

乂

高山寺本

□
漬
反

表Ｂ‒13‒a
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九

「

イ
」
の
「

」
の
よ
う
に
「
丨
」
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
得
る
の
で
、
ど
ち
ら
を
記
そ
う
と
し
た
の
か
は
断
定
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
う（

42
）。

以
上
の
解
釈
案
は
、「

イ
」
を
一
見
し
た
と
こ
ろ
で
推
測
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
更
な
る
推
測
が
許
さ
れ
れ
ば
、「

イ
」
の

「

」
の
解
釈
次
第
で
は
、
次
の
〈
ｅ
〉
も
考
え
ら
れ
る
。

〈
ｅ
〉「

イ
」
は
、
西
念
寺
本
の
第
二
注
記
「

乂
」
の
次
に
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、「
異
本
で
は
第
三
注
記
と
し
て
、

『

』
の
記
述
が
あ
る
」
の
意
を
示
し
て
い
る
。

〈
ｅ
〉
案
は
、「

イ
」
を
、
西
念
寺
本
に
な
い
第
三
注
記
が
異
本
に
存
在
す
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

資
料
Ｂ-

13
の
観
智
院
本
の
第
三
注
記
「

丶
」
は
、『
盡
丶
』
を
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
資
料
Ｂ-

13
の
標
出
漢
字

「

」
の
語
義
と
し
て
は
『
尽
』
が
考
え
ら
れ
る
の
で
、『
尽
』
の
異
体
字
で
あ
る
『
盡
』
の
記
載
が
あ
っ
て
も
不
審
で
は
な
い
。
そ
こ

で
、
資
料
Ｂ-

13
の
高
山
寺
本
を
見
る
と
、
第
三
注
記
の
記
載
箇
所
が
虫
損
で
は
あ
る
も
の
の
、
残
さ
れ
た
部
分
か
ら
は
、
観
智
院
本
の

「

丶
」
と
類
似
し
た
記
述
が
な
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
充
分
に
推
測
さ
れ
る
。
す
る
と
、
西
念
寺
本
で
は
、
こ
の
『
盡
丶
』
に

相
当
す
る
注
記
が
脱
漏
し
て
い
る
こ
と
に
な
る（

43
）。

転
写
作
業
時
に
お
け
る
注
記
の
脱
漏
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
る
が
、
項
目
内
の
注
記
が
多
数
の
場
合
、
目
移
り
な

ど
の
理
由
で
脱
漏
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
や
す
い
も
の
の
、
項
目
内
の
「
注
記
が
少
な
い
場
合
に
は
絶
対
に
脱
漏
し
な
い
」
と
も
限
ら
な

い
。
脱
漏
の
原
因
は
記
述
の
分
量
に
よ
ら
な
い
と
い
う
の
が
、
慎
重
な
姿
勢
で
あ
る
と
言
え
る
が
、
そ
の
一
方
、
異
本
と
の
比
較
対
照
を

目
的
と
し
た
作
業
に
お
い
て
、『
盡
丶
』
の
脱
漏
を
見
逃
す
に
し
て
は
、
資
料
Ｂ-
13
の
標
出
漢
字
「

」
の
項
目
の
注
記
は
数
が
少
な
過



一
〇

ぎ
る
感
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
こ
ま
で
の
考
察
か
ら
、
資
料
Ｂ-

13
の
西
念
寺
本
の
現
状
に
つ
い
て
は
、
次
の
こ
と
が
言
え
る
こ
と
に
な
る
。

﹇
資
料
Ｂ-
13
に
お
け
る
西
念
寺
本
の
現
状
﹈

西
念
寺
本
に
お
い
て
は
、
観
智
院
本
・
高
山
寺
本
の
末
尾
に
記
さ
れ
て
い
る
『
盡
丶
』
に
対
す
る
異
本
注
記
が
な
い
と
い
う
極
め

て
不
自
然
な
状
況
が
あ
る
一
方
で
、
ど
の
記
述
に
対
す
る
も
の
か
判
然
と
し
な
い
「

イ
」
と
い
う
異
本
注
記
が
項
目
の
末
尾
に

存
在
し
て
い
る
。

右
の
﹇
西
念
寺
本
の
現
状
﹈
か
ら
す
れ
ば
、
西
念
寺
本
の
「

イ
」
と
い
う
異
本
注
記
は
、「
本
来
、『
盡
丶
イ
』
と
記
さ
れ
て
い
た
も

の
が
誤
写
さ
れ
て
し
ま
っ
た
」
と
考
え
る
の
が
、
最
も
自
然
な
解
釈
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、「

イ
」
の
「

」
字
を
、
一
文
字
の
漢
字
で
は
な
く
、
記
号
と
漢
字
が
一
漢
字
で
あ
る
か
の
よ
う
に
合
わ
さ
っ
て
し
ま
っ

た
も
の
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
漢
字
の
「
偏
」
と
「
旁
」
の
よ
う
に
、
右
と
左
の
部
分
ご
と
に
分
解
し
て
考
え
る
と
い
う
の
は
ど
う
で
あ
ろ

う
か
。
す
な
わ
ち
、「

」
を
、
一
つ
の
漢
字
で
あ
れ
ば
偏
に
相
当
し
そ
う
な
「
丨
」
と
、
旁
に
相
当
し
そ
う
な
「

」
に
分
け
て
考
え

て
み
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
右
の
部
分
の
「

」
に
つ
い
て
は
、『
盡
』
を
書
き
損
じ
た
も
の
と
考
え
る
。
左
の
部
分
の
「
丨
」
に
つ
い
て
は
、〈
ｃ
〉

〈
ｄ
〉
に
お
い
て
、
漢
字
の
字
画
の
一
部
と
考
え
て
、『
亻
』
や
『
氵
』
を
書
き
崩
し
た
の
も
の
で
は
な
い
か
と
し
た
が
、「
丨
」
は
、

『
盡
丶
』
の
記
述
が
存
す
る
異
本
の
当
該
箇
所
を
指
示
す
る
『―

』
の
よ
う
な
記
号
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
以
上
に
よ
り
、

西
念
寺
本
の
「

イ
」
の
「

」
は
、
記
号
の
『―

』
と
漢
字
の
『
盡
』
が
、
転
写
の
過
程
で
一
字
の
漢
字
で
あ
る
か
の
よ
う
に
な
っ
て
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し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。

最
後
に
、『
盡
丶
イ
』
の
『
丶
』
に
つ
い
て
は
、
ど
こ
か
の
転
写
段
階
で
脱
漏
し
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
し
、『
盡
』
字
の
末
尾

の
字
画
と
思
わ
れ
て
、「

」
字
の
末
尾
の
字
画
と
し
て
吸
収
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る（

44
）。

16
、「
古
本
ニ
も
如
此
大
ニ
ア
リ
」（
13
ウ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

資
料
Ｂ-

14
の
西
念
寺
本
の
標
出
漢
字
「（

45
）」

の
項
目
に
は
、
一
見
す
る
と
標
出
漢

字
「

」
の
異
体
字
か
と
思
わ
れ
る
「
達
」
字
が
大
書
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
左
下
に

は
、「
古
本
ニ
も
如
此
大
ニ
ア
リ
」
と
小
字
で
記
さ
れ
た
一
文
が
見
え
る
。
そ
し
て
、

こ
の
「
古
本
ニ
も
如
此
大
ニ
ア
リ
」
は
観
智
院
本
に
見
え
な
い
。
鎮
国
守
国
神
社
本
で

は
項
目
自
体
が
佚
文
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
高
山
寺
本
に
も
見
え
な
い
の
で
、
西
念
寺
本

の
増
補
と
思
わ
れ
る
。

西
念
寺
本
の
標
出
漢
字
で
あ
る
「

」
字
と
、「
達
」
字
に
つ
い
て
は
、「
集
韻
」
に

「

達
达

（
46
）」

の
項
目
が
あ
り
、
そ
の
注
記
に
「
博
雅
逃
也
一
曰
行
不
／
相
遇
或
作

達
达
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
西
念
寺
本
の
よ
う
に

「

」
字
と
「
達
」
字
が
標
出
漢
字
と
し
て
並
記
さ
れ
て
い
て
も
、
そ
れ
自
体
は
誤
り
と
は
言
え
な
い
が
、
資
料
Ｂ-

14
の
観
智
院
本
・
高

山
寺
本
と
も
に
「
達
」
字
を
親
字
と
し
て
は
大
書
し
て
お
ら
ず
、
項
目
内
の
注
記
を
見
て
も
、
観
智
院
本
で
は
類
音
注
記
「
達
亠
」
と
意

義
注
記
「
逃
丶
」、
高
山
寺
本
で
は
類
音
注
記
「
達
音
」
と
意
義
注
記
「
逃
丶
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
西
念
寺
本
の
「
達
」
字
は
、
本
来
、

標
出
漢
字
と
し
て
記
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
類
音
注
記
「
達
亠
」
の
一
部
と
し
て
記
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
西
念
寺
本
に
は
、
そ
の
「
達
」
字
に
対
し
て
「
古
本
ニ
も
如
此
大
ニ
ア
リ
」
と
あ
り
、
西
念
寺
本
の
「
達
」
字
を
大
書
し

資料B-14資料 B-14



一
二

て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
お
墨
付
き
を
与
え
る
よ
う
な
但
書
き
が
付
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
「
古
本
ニ
も
如
此
大
ニ
ア
リ
」
と
い
う
記
述
は
、
本
稿
で
対
象
と
す
る
「
異
本
注
記
」
と
同
列
に
扱
う
こ
と
に
は
疑
問
も
あ
る
。

「
古
本
ニ
も
如
此
大
ニ
ア
リ
」
の
「
古
本
」
が
、「
異
本
」
の
概
念
に
含
ま
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
問
題
が
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、「
異
本
」
の
概
念
自
体
を
確
認
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、「
異
本
」
の
概
念
に
つ
い
て
は
、

〈
ａ
〉
比
較
対
照
に
よ
る
注
記
を
書
き
入
れ
た
い
「
当
該
本
」
以
外
の
写
本
を
「
異
本
」
と
い
う
。

〈
ｂ
〉
比
較
対
照
に
よ
る
注
記
を
書
き
入
れ
た
い
「
当
該
本
」
の
属
す
る
書
写
系
統
以
外
の
写
本
を
「
異
本
」
と
い
う
。

と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
両
者
の
区
別
は
、
境
界
が
曖
昧
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
こ
で
の
「
古
本
」
の
概
念
と
し
て
は
「
当

該
本
よ
り
も
先
に
成
立
し
た
写
本
」
で
あ
る
こ
と
に
は
異
論
が
な
い
で
あ
ろ
う
が
、「
先
に
成
立
し
た
写
本
」
が
同
系
統
の
写
本
で
あ
る

か
否
か
に
つ
い
て
は
、
系
統
の
全
貌
が
明
ら
か
で
な
い
か
ぎ
り
、
異
本
対
照
者
に
よ
る
判
断
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
「
古
本
ニ
も
如
此
大
ニ
ア
リ
」
を
記
し
た
人
物
が
「
古
本
」
と
呼
称
し
て
『
イ
本
』
な
ど
と
し
な
か
っ
た
点
を
考
慮
す

れ
ば
、「
古
本
」
は
転
写
時
の
『
底
本
』
の
意
と
し
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
「
古
本
」
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
資
料
Ｂ-

14
の
よ
う
に
、「
達
」
字
が
大
字
で
記
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
観
智
院
本
の
系
統
と
も
、
高
山
寺

本
の
系
統
と
も
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
は
な
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
「
古
本
ニ
も
如
此
大
ニ
ア
リ
」
と
い
う
記
述
は
、
西

念
寺
本
が
現
存
の
観
智
院
本
か
ら
の
直
接
的
な
転
写
本
で
は
な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
明
確
な
用
例
と
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

「
古
本
」
に
該
当
す
る
写
本
の
可
能
性
と
し
て
は
、
こ
の
項
目
を
逸
し
て
い
る
鎮
国
守
国
神
社
本
や
宝
菩
提
院
本
の
系
統
の
も
の
で
あ
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る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
、
全
く
未
知
の
写
本
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、「
古
本
」
を
対
照
し
て
、「
達
」
字
の
大
小
を
確
認
し
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
対
照
者
は
資
料
Ｂ-

14
の
西
念
寺
本
の

「
達
」
字
が
大
書
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
不
審
に
感
じ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
す
れ
ば
、「
古
本
ニ
も
如
此
大
ニ
ア
リ
」
と
記
し
て

い
る
こ
と
の
意
味
内
容
も
、「
達
」
字
が
大
書
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、「
古
本
」
で
も
同
様
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
、
安
堵
し
て

い
る
の
で
は
な
く
、「
古
本
」
に
お
い
て
も
「
誤
っ
て
大
書
さ
れ
て
い
る
」
の
意
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
「
古
本
ニ
も
如
此
大
ニ
ア
リ
」
を
記
し
た
対
照
者
は
、
名
義
抄
の
記
載
内
容
を
よ
く
理
解
し
て
い
る
人
物
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
こ

と
か
ら
、
諸
々
の
誤
写
等
を
繰
り
返
し
て
い
る
書
写
者
と
は
別
人
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
誤
写
が
発
生
し
た
転
写
の
後
に
、
右
の

対
照
者
に
よ
る
「
古
本
ニ
も
如
此
大
ニ
ア
リ
」
の
書
き
込
み
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
誤
写
に
も
何
ら
か
の
コ
メ
ン
ト
が
付

け
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、
こ
こ
で
の
対
照
者
に
よ
る
「
古
本
ニ
も
如
此
大
ニ
ア
リ
」
の
書
き
込
み
が
な
さ

れ
た
後
に
、
様
々
な
誤
写
が
発
生
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

17
、「

イ
夲
」（
15
オ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

資
料
Ｂ-
15
の
西
念
寺
本
の
標
出
漢
字
「

（
47
）」

の
末
尾
の
注
記
の
「

イ
夲
」
と

い
う
注
記
が
観
智
院
本
に
見
え
な
い
。
鎮
国
守
国
神
社
本
で
は
項
目
自
体
が
佚
文
で
あ

る
が
、
こ
の
「

イ
夲
」
は
高
山
寺
本
に
も
見
え
な
い
の
で
、
西
念
寺
本
の
増
補
と
思

わ
れ
る
。

西
念
寺
本
の
「

イ
夲
」
は
、
注
記
の
末
尾
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
直
前
の
異

体
字
注
記
の
「

字
」
の
「

」
字
に
付
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
、「
異
体
字
注
記

資料B-15資料 B-15



一
四

『

字
』
の
『

』
が
異
本
で
は
『

』
と
記
さ
れ
て
い
る
」
の
意
を
示
し
た
異
本
注
記
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
表
Ｂ-

15-

ａ
に
ま
と
め
た
よ
う
に
、
資
料
Ｂ-

15
の
西
念
寺
本
の
異
体
字
注
記
「

字
」
の
「

」〔
Ａ
〕
と
、
異
本
注
記

「

イ
夲
」
の
「

」〔
Ｂ
〕
の
相
違
点
は
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
で
は
、〈
ａ
〉
〜
〈
ｃ
〉
の
三
つ
存
す
る
と
思
わ
れ
、
西
念
寺
本
の
異
本

対
照
者
が
、
そ
れ
ら
の
ど
の
点
に
着
目
し
て
相
違
点
と
見
做
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
明
確
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら

に
、
こ
の
問
題
は
、
単
に
、
こ
の
項
目
の
中
で
の
個
別
の
問
題
に
留
ま
ら
ず
、
西
念
寺
本
に
お
け
る
「
異
本
対
照
」
と
い
う
行
為
自
体
の

本
質
を
再
確
認
す
る
必
要
を
も
孕
ん
で
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
て
、
こ
の
、
西
念
寺
本
の
異
本
対
照
者
が
「

イ
夲
」

を
付
し
た
真
意
は
何
か
と
い
う
問
題
で
、
ま
ず
気
が
つ
く
の

は
、
表
Ｂ-

15-

ａ
の
〈
ａ
〉
の
、
偏
の
相
違
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、

〈
ａ
〉
異
本
対
照
者
は
、「
偏
」
の
相
違
に
着
目
し
、「
言
」
の
字
画
が
異
本
の
〔
Ｂ
〕「

」
で
は
「
讠
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示

し
た
か
っ
た
。「
讠
」
は
『
氵
』
を
書
き
崩
し
た
も
の
と
考
え
る
。

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
〔
Ｂ
〕「

」
の
偏
の
字
画
の
「
讠
」
を
『
氵
』
を
書
き
崩
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
と
、
こ
れ
は
当
該

本
で
『（

48
）』

と
記
さ
れ
て
い
る
漢
字
が
、
異
本
で
は
『
瀾（

49
）』

と
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。『

』
と
『
瀾
』
は
意
義
的
に
も

〔
Ａ
〕

〔
Ｂ
〕

〈
ａ
〉

・
偏
が
「
言
」。

・
偏
が
「
讠
」。

〈
ｂ
〉

・
旁
が
「
門
」。

・
旁
が
「
门
」。

〈
ｃ
〉

・
門
構
え
の
内
部
が
「
东
」。

・
門
構
え
の
内
部
が
「
東
」。

表B-15-a

〔
Ａ
〕

〔
Ｂ
〕

〈
ａ
〉

・
偏
が
「
言
」。

・
偏
が
「
讠
」。

〈
ｂ
〉

・
旁
が
「
門
」。

・
旁
が
「
门
」。

〈
ｃ
〉

・
門
構
え
の
内
部
が
「
东
」。

・
門
構
え
の
内
部
が
「
東
」。

表B-15-a
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別
字
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
単
な
る
字
画
の
相
違
を
示
し
た
だ
け
で
な
く
、
異
本
対
照
者
は
、「
異
本
で
は
別
字
が
記
さ
れ
て
い
る
」
と

い
う
こ
と
を
注
記
で
示
し
た
と
い
う
こ
と
に
も
な
っ
て
し
ま
う
。

し
か
し
、
そ
も
そ
も
、
異
本
と
の
比
較
対
照
の
場
に
お
い
て
、
対
照
す
る
漢
字
相
互
の
字
画
に
相
違
点
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
違

い
に
ど
う
い
う
価
値
が
存
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
対
照
者
自
身
が
知
識
と
し
て
認
識
し
て
い
な
い
か
ぎ
り
、
字
画
の
相
違
が
誤
字
に

繋
が
る
か
否
か
の
判
別
は
お
ろ
か
、
そ
の
相
違
が
異
体
字
を
示
す
の
か
、
別
字
を
示
す
の
か
と
い
う
こ
と
を
判
断
す
る
こ
と
も
不
可
能
で

あ
る
。

そ
う
し
た
比
較
対
照
の
場
に
お
い
て
、
異
本
に
お
い
て
相
違
す
る
記
述
を
そ
の
ま
ま
転
記
す
る
の
み
の
異
本
注
記
の
追
記
作
業
は
、
見

か
け
上
の
相
違
を
発
見
し
さ
え
す
れ
ば
、
誤
字
の
判
断
は
も
ち
ろ
ん
、
異
体
字
や
別
字
の
認
定
に
お
い
て
も
、
字
画
の
相
違
に
よ
る
価
値

を
判
断
す
る
必
要
が
な
い
作
業
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
「
記
載
状
況
の
相
違
点
に
対
す
る
価
値
判
断
を
逃
避
も
し
く
は
先
送
り
し

て
い
る
」
行
為
で
あ
り
、「
異
本
対
照
者
は
異
本
注
記
の
記
載
内
容
に
対
す
る
責
任
を
負
わ
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。
す
な
わ
ち
、

異
本
を
対
照
し
た
際
に
、
当
該
本
の
記
述
の
方
が
「
誤
り
で
あ
る
」
と
判
断
で
き
る
場
合
に
は
、
異
本
注
記
を
記
す
よ
り
も
、
直
ち
に
本

文
を
訂
正
す
る
方
が
自
然
で
あ
る
し
、
直
接
的
な
問
題
解
決
の
方
法
と
思
わ
れ
る
。

す
る
と
、
異
本
注
記
は
、「
記
述
が
正
し
い
の
か
否
か
」
と
い
う
問
題
の
結
論
を
先
延
ば
し
に
す
る
た
め
の
方
策
で
あ
る
か
の
よ
う
に

思
わ
れ
る
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
当
該
本
自
体
の
権
威
や
、
ま
た
、
当
該
本
の
筆
者
や
、
所
有
者
に
価
値
を
認
め
る
場
合
に
は
、
誤
記

の
指
摘
を
記
入
す
る
こ
と
を
躊
躇
し
て
、
異
本
注
記
に
留
め
る
配
慮
を
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
か
も
し
れ
な
い
。

さ
ら
に
は
、
異
本
対
照
者
が
相
違
点
に
対
し
て
判
断
を
下
す
立
場
に
な
い
場
合
も
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
別
人
に
異
本
対
照
作
業
を

依
頼
さ
れ
た
場
合
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
対
照
作
業
は
異
本
か
ら
の
情
報
収
集
の
み
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
収
集
さ
れ
た
相
違
点
に
対
す
る

判
断
は
、
後
日
、
依
頼
者
自
身
が
行
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
の
異
本
注
記
の
記
入
は
、
後
日
の
清
書
作
業
を
予
定
し
た
下
書
き
の
作



一
六

成
を
目
的
と
し
た
作
業
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
そ
し
て
、
一
般
論
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
際
の
異
本
対
照
作
業
者
と
作
業
依
頼
者
と
の
間
に

は
、
学
識
の
差
異
が
存
す
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
、
異
本
対
照
作
業
が
、
当
該
本
の
不
備
を
補
訂
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
異
本
の
方
の
誤
り
に
つ
い
て
は
、
当
然

の
こ
と
な
が
ら
付
記
す
る
こ
と
は
目
的
に
な
い（

50
）。

右
の
よ
う
に
、
相
違
点
に
対
す
る
価
値
判
断
が
不
能
で
あ
る
場
合
や
、
価
値
判
断
を
別
人
が
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
異
本
対
照
者
は
、
相

違
点
が
存
在
す
る
と
い
う
情
報
の
み
を
異
本
注
記
と
し
て
記
入
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
る
。
今
回
の
『

』
字
と
『
瀾
』
字
の
相
違
に
つ

い
て
も
、
そ
う
し
た
状
況
下
に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
し
か
し
、
こ
こ
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
、
異
本
注
記
に
「
あ
る
意
味
」
を

含
ま
せ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
は
、〈
ａ
〉
の
「『
讠
』
は
『
氵
』
を
書
き
崩
し
た
も
の
」
と
し
た
解
釈
自
体
が
誤
り
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
発
端
と
す

る
。
漢
字
の
部
首
で
あ
る
『
言
』
と
『
氵
』
に
つ
い
て
、
両
者
を
書
き
崩
し
た
場
合
、『
言
』
と
『
氵
』
は
そ
の
字
画
が
近
似
す
る
こ
と

が
あ
る
。

名
義
抄
の
親
字
は
楷
書
体
を
原
則
と
し
て
お
り
、
注
記
も
そ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
原
則
論
で
あ
っ
て
、
特
に
注
記

に
お
い
て
は
書
き
崩
さ
れ
た
書
体
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
少
な
か
ら
ず
存
す
る（

51
）。

と
す
れ
ば
、
資
料
Ｂ-

15
の
西
念
寺
本
の
「

イ
夲
」

の
「

」
字
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
一
見
す
る
と
『
氵
』
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
え
は
す
る
が
、
改
め
て
見
直
し
て
み
る
と
、『
氵
』

で
は
な
く
、『
言
』
を
書
き
崩
し
た
も
の
で
あ
る
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

実
際
に
は
、
資
料
Ｂ-

15
の
西
念
寺
本
の
欄
に
示
し
た
よ
う
に
、
異
本
注
記
「

イ
夲
」
の
「

」
字
の
偏
の
部
分
は
『
言
』
を
書
き

崩
し
た
も
の
と
い
う
よ
り
も
『
氵
』
を
書
き
崩
し
た
も
の
の
よ
う
に
見
え
る
の
で
は
あ
る
が
、
一
般
的
に
見
ら
れ
る
西
念
寺
本
の
不
確
実

な
書
写
態
度
の
現
状
か
ら
す
れ
ば
、『
氵
』
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
「

」
字
の
偏
の
部
分
が
、
本
来
は
『
言
』
を
書
き
崩
し
た
も
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の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
あ
り
え
な
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
と
い
う
の
が
現
実
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
先
の
〈
ａ
〉
案
は
、
次
の
〈
ａ-

２
〉

の
よ
う
に
解
釈
を
改
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

〈
ａ-
２
〉
異
本
対
照
者
は
、「
偏
」
の
相
違
に
着
目
し
、「
言
」
の
字
画
が
異
本
で
は
「
讠
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
か
っ

た
。「
讠
」
は
『
言
』
を
書
き
崩
し
た
も
の
と
考
え
る
。

こ
の
、「
讠
」
が
『
氵
』
で
な
く
『
言
』
を
書
き
崩
し
た
も
の
で
あ
る
と
解
釈
す
る
〈
ａ-

２
〉
案
に
し
た
が
う
な
ら
ば
、
異
本
注
記

「

イ
夲
」
は
、
字
体
の
相
違
を
指
摘
し
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
可
能
性
が
あ
り
得
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
西
念
寺
本
の
「

イ

夲
」
は
、
異
体
字
注
記
「

字
」
の
〔
Ａ
〕「

」
の
「
偏
」
が
楷
書
体
で
「
言
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
相
違
を
示
し
た
も

の
で
、
異
本
対
照
時
の
視
点
が
、
字
体
の
相
違
だ
け
で
は
な
く
、
書
体
の
相
違
も
含
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
異
本
対
照
者
が
、
字
体
の
問
題
と
書
体
の
問
題
を
弁
別
可
能
で
あ
っ
た
か
否
か
と
い
う
こ
と
は
、
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
の
で
、
こ
こ
で
は
、「
異
本
対
照
者
は
書
体
が
相
違
し
て
い
た
場
合
に
も
異
本
注
記
を
付
記
す
る
こ
と
が
あ
り
得
る
」
と
い
う
こ
と
ま

で
と
し
た
い
。

と
す
る
と
、
表
Ｂ-

15-

ａ
の
〈
ｂ
〉〈
ｃ
〉
の
い
ず
れ
も
、
ま
ず
は
、

〈
ｂ
〉
異
本
対
照
者
は
、「
旁
」
の
相
違
に
着
目
し
、「
門
」
の
字
画
が
異
本
で
は
「
门
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
か
っ
た
。

〈
ｃ
〉
異
本
対
照
者
は
、「
旁
」
の
相
違
に
着
目
し
、「
东
」
の
字
画
が
異
本
で
は
「
東
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
か
っ
た
。



一
八

と
い
う
よ
う
に
、
見
か
け
上
の
相
違
を
把
握
す
る
に
留
め
、〈
ｂ
〉
の
「
門
」
と
「
门
」、〈
ｃ
〉
の
「
东
」
と
「
東
」
の
相
違
が
書
体
の

相
違
を
指
摘
し
た
も
の
と
し
て
は
理
解
し
な
い
で
お
く
方
が
よ
い
と
思
う
。
こ
れ
は
異
本
対
照
者
に
お
け
る
書
体
に
対
す
る
理
解
の
有
無

を
問
わ
な
い
代
わ
り
に
、
異
本
対
照
者
の
字
画
の
相
違
に
対
す
る
注
意
力
を
評
価
し
、
結
果
的
に
「
異
本
の
状
況
を
正
確
に
伝
え
て
い

る
」
と
い
う
こ
と
を
認
め
る
も
の
で
も
あ
る
。

ゆ
え
に
、
本
項
目
に
お
い
て
は
、
表
Ｂ-

15-

ａ
の
三
つ
の
相
違
点
は
、
全
て
そ
の
ま
ま
理
解
す
る
こ
と
に
な
り
、
と
す
れ
ば
、
最
初
の

〈
ａ
〉
案
は
、
字
体
の
相
違
を
判
別
し
て
『

』
と
『
瀾
』
の
相
違
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、〈
ａ-

２
〉
案
は
、
書
体
の
相
違

を
判
別
し
、
そ
れ
を
異
本
注
記
で
示
し
た
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、〈
ａ-

２
〉
と
〈
ｂ
〉〈
ｃ
〉
を
同
時
に
認
め
て
、
異
本
対
照
者
が
書
体
に
対
す
る
理
解
を
得
て
い
た
と
す
る
と
、
全
く
別
の

解
釈
も
可
能
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、〈
ａ-
２
〉
に
お
い
て
、
偏
の
「
言
」
を
書
き
崩
し
、〈
ｂ
〉
に
お
い
て
旁
の
「
門
」
を
書
き
崩
し
た

人
物
が
、〈
ｃ
〉
に
お
い
て
楷
書
体
の
「
東
」
を
記
し
て
い
る
こ
と
に
は
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

西
念
寺
本
の
異
本
注
記
「

イ
夲
」
の
「

」
字
に
お
い
て
、「
東
」
の
字
画
の
み
楷
書
体
と
し
た
の
は
、「
東
」
だ
け
を
正
確
に
記
し

た
か
っ
た
と
い
う
意
志
の
表
れ
で
は
な
い
か
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。「
言
」「
門
」「
東
」
を
書
き
崩
し
た
「
讠
」「
门
」「
东
」
と
い

う
字
画
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
殊
に
珍
し
い
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。
と
す
れ
ば
、
異
本
対
照
者
に
お
い
て
も
「
言
」「
門
」「
東
」
と

「
讠
」「
门
」「
东
」
の
関
係
を
認
知
さ
れ
て
い
た
と
推
測
す
る
こ
と
は
、
不
自
然
な
こ
と
で
は
な
い
と
思
う
。
そ
し
て
、「
異
本
注
記
は
相

違
点
を
明
確
に
指
示
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
異
本
注
記
の
基
本
原
則
に
し
た
が
え
ば
、
西
念
寺
本
の
異
本
注
記
「

イ
夲
」
の

「

」
字
に
お
い
て
は
、
た
だ
一
箇
所
、
字
画
が
楷
書
体
で
示
さ
れ
て
い
る
「
東
」
の
部
分
に
着
目
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
の
で
あ
る
。

現
実
に
は
、
異
本
の
「
言
」「
門
」
に
相
当
す
る
字
画
が
楷
書
体
で
記
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
た
だ
一
箇
所
「
東
」
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一
九

に
つ
い
て
は
、
異
本
に
お
い
て
楷
書
体
で
明
確
に
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
り
、
西
念
寺
本
の
「

字
」
と
い
う
注
記
の
〔
Ａ
〕「

」

字
で
「
东
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
相
違
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
は
、
そ
の
「
东
」
と
「
東
」
の

相
違
を
際
立
た
せ
る
た
め
に
、
敢
え
て
、
楷
書
で
記
さ
れ
て
い
た
『
言
』
や
『
門
』
の
字
画
を
「
讠
」
や
「
门
」
の
よ
う
に
書
き
崩
し
た

の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
資
料
Ｂ-

15
の
異
本
注
記
の
記
さ
れ
方
と
は
異
な
り
、
異
本
に
お
い
て
は
、『
言
』『
門
』

『
東
』
の
全
て
が
楷
書
体
で
記
さ
れ
て
い
た
『

』
字
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の

場
合
の
『

』
字
は
、
資
料
Ｂ-

15
の
観
智
院
本
・
高
山
寺
本
の
記
述
と
一
致
す
る
こ
と
に
な
る
。

資
料
Ｂ-

15
の
西
念
寺
本
の
項
目
全
体
は
、
本
文
と
異
本
注
記
の
筆
跡
が
同
筆
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
異
本
対
照
作
業

は
現
存
の
西
念
寺
本
の
成
立
以
前
の
写
本
の
段
階
で
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
推
測
さ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
現
段
階
に
お
い
て
は
『
氵
』
で

記
さ
れ
た
写
本
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、「
讠
」
を
『
言
』
と
解
釈
す
る
方
が
優
位
で
は
あ
る
が
、
右
で
、『
言
』
で
あ
る
か
『
氵
』

で
あ
る
か
と
解
釈
が
分
か
れ
た
点
に
つ
い
て
も
、
対
照
作
業
時
に
は
、
第
三
者
に
も
容
易
に
判
別
可
能
な
よ
う
に
明
確
に
記
さ
れ
て
い
た

可
能
性
が
、
も
ち
ろ
ん
あ
る
。

右
に
は
、
異
本
対
照
者
が
意
図
的
に
相
違
点
で
あ
る
楷
書
体
の
『
東
』
以
外
の
字
画
を
草
体
化
し
た
旨
を
述
べ
た
が
、
仮
に
、
書
体
の

相
違
を
理
解
し
な
い
人
物
が
異
本
対
照
を
行
っ
た
と
す
る
場
合
に
は
、『
東
』
と
「
东
」
の
関
係
を
理
解
し
な
い
人
物
で
あ
っ
た
可
能
性

も
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
、
異
本
対
照
者
は
単
に
見
た
ま
ま
の
相
違
点
を
そ
の
ま
ま
〔
Ｂ
〕「

」
と
記
し
た
だ
け
と
い
う
解
釈

が
一
番
正
し
い
の
か
も
し
れ
な
い
。



二
〇

18
、「

イ
本
」（
15
オ
）

資
料
Ｂ-

16
の
西
念
寺
本
の
標
出
漢
字
の
一
文
字
目
の
「

」
の
右
の
「

イ
本
」
と
い
う
注
記
が
観
智
院
本
に
見
え
な
い
。
鎮
国
守

国
神
社
本
で
は
項
目
自
体
が
佚
文
で
あ
る
が
、
こ
の
「

イ
本
」
は
高
山
寺
本
に
も
見
え
な
い
の
で
、
西
念
寺
本
の
増
補
と
思
わ
れ
る
。

資
料
Ｂ-

16
の
項
目
は
、
各
写
本
に
お
い
て
標
出
漢
字
の
異
体
字
が
多
く
示
さ
れ
た
項
目
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
異
体
字

の
記
載
状
況
は
写
本
間
で
微
妙
に
相
違
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
の
考
察
を
進
め
る
上
で
は
、
そ
の
相
違
が
字
形
的
な
も
の
か
、
字
体
的

な
も
の
か
を
判
別
し
、
写
本
間
の
異
体
字
の
対
応
関
係
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
、
資
料
Ｂ-

16
の
各
異
体
字
を

字
形
に
基
づ
い
て
活
字
化
し
、
各
写
本
の
標
出
漢
字
（
異
体
字
）
と
西
念
寺
本
の
異
本
注
記
に
①
②
③
…
…
の
よ
う
に
番
号
を
付
し
、
表

Ｂ-

16-

ａ
に
、
各
写
本
間
の
標
出
漢
字
（
異
体
字
）
の
対
応
関
係
を
整
理
し
て
示
す
こ
と
と
し
た
。
但
し
、
配
列
に
つ
い
て
は
便
宜
的
に

観
智
院
本
に
し
た
が
い
、
そ
の
他
の
注
記
は
省
略
し
た
。

資料B-16
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資
料
Ｂ-

16
に
示
し
た
各
写
本
の
標
出
漢
字
の
字
画
の
様
子
を
見
る
と
、
西
念
寺
本
・

高
山
寺
本
の
各
標
出
漢
字
は
、
末
尾
の
字
画
を
「
十
」
と
し
て
い
る
こ
と
で
一
致
し
て

い
る
と
言
え
る
。
そ
の
点
、
西
念
寺
本
の
⑤
「

」
は
例
外
だ
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は

後
で
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

さ
て
、
そ
う
し
た
西
念
寺
本
・
高
山
寺
本
の
「
十
」
の
字
画
に
対
し
て
、
観
智
院
本

に
お
い
て
は
、
六
つ
の
標
出
漢
字
の
「

」「

」「

」「

」「

」「

」
の
全
て

に
お
い
て
「
十
」
に
相
当
す
る
字
画
の
「
丨
」
を
撥
ね
上
げ
て
「
亅
」
と
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く（

52
）。

資
料
Ｂ-

16
の
項
目
の
標
出
漢
字

観智院本

①　
　
　
　
　

②　
　
　
　
　

③　
　
　
　
　

④　
　
　
　
　

⑤　
　
　
　
　

⑥

千
内タ
イ

乂

副
ヽ

西念寺本

⑦

イ
本

①　
　
　
　
　

②　
　
　
　
　

③　
　
　
　
　

④　
　
　
　
　

⑤　
　
　
　
　

⑥

干
内タ
イ

人

副
ヽ

高山寺本

①

千
内ナイ
反

副
ヽ

②　
　
　
　
　

③　
　
　
　
　

④　
　
　

⑤
倅
同

倅倅
伜伜

観智院本

①　
　
　
　
　

②　
　
　
　
　

③　
　
　
　
　

④　
　
　
　
　

⑤　
　
　
　
　

⑥

千
内タ
イ

乂

副
ヽ

西念寺本

⑦

イ
本

①　
　
　
　
　

②　
　
　
　
　

③　
　
　
　
　

④　
　
　
　
　

⑤　
　
　
　
　

⑥

干
内タ
イ

人

副
ヽ

高山寺本

①

千
内ナイ
反

副
ヽ

②　
　
　
　
　

③　
　
　
　
　

④　
　
　

⑤
倅
同

倅倅
伜伜

観
智
院
本

西
念
寺
本

高
山
寺
本

①②③④⑤⑥

①⑦

イ
本

②
倅

③④⑤⑥

①②
伜

⑤
倅

③④

　表B-16-a

観
智
院
本

西
念
寺
本

高
山
寺
本

①②③④⑤⑥

①⑦

イ
本

②
倅

③④⑤⑥

①②
伜

⑤
倅

③④

　表B-16-a



二
二

は
、
い
わ
ゆ
る
『
倅（

53
）』

字
に
関
係
す
る
項
目
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
西
念
寺
本
・
高
山
寺
本
に
お
い
て
末
尾
の
字
画
を
「
十
」
と

し
て
い
る
点
は
何
ら
問
題
は
な
い
が
、
観
智
院
本
の
末
尾
を
撥
ね
て
「
亅
」
と
す
る
字
画
は
、
観
智
院
本
の
書
写
者
の
「
書
き
癖
」
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
こ
で
は
、
末
尾
の
「
十
」
の
字
画
の
「
丨
」
と
「
亅
」
を
字
体
と
し
て
は
区
別
し
な
い
こ
と
と
し
、
表
Ｂ

-

16-

ａ
を
作
成
し
た
。

と
こ
ろ
で
先
に
例
外
と
し
た
西
念
寺
本
の
⑤
「

」
は
、
末
尾
の
「
十
」
の
字
画
の
縦
画
を
幾
分
撥
ね
て
『
亅
』
と
し
て
い
る
よ
う
に

見
え
も
す
る
が
、
詳
細
に
見
る
と
、
こ
れ
は
終
筆
部
に
お
い
て
、
単
に
筆
が
や
や
引
っ
掛
か
っ
て
し
ま
っ
た
だ
け
で
あ
る
よ
う
な
、
力
の

抜
け
た
「
撥
ね
」
で
あ
る
よ
う
な
印
象
が
あ
り
、
積
極
的
に
「
撥
ね
」
の
字
画
を
形
作
ろ
う
と
意
識
し
た
も
の
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。ま

た
、
同
じ
西
念
寺
本
の
⑤
「

」
の
旁
の
冒
頭
も
、
初
画
の
「
丶
」
が
二
画
目
の
「
一
」
の
終
筆
部
に
接
触
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
が
、
こ
れ
も
通
常
の
『
亠
』
を
記
そ
う
と
し
て
、
や
や
字
画
構
成
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
し
ま
っ
た
だ
け
の
も
の
と
考
え
る
。

右
の
よ
う
に
解
釈
す
る
と
、
西
念
寺
本
の
⑤
「

」
は
、
続
く
⑥
「

」
と
同
じ
字
体
を
書
こ
う
と
し
て
書
き
損
じ
た
も
の
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
よ
う
に
み
え
る
が
、
そ
う
で
は
な
く
、
こ
の
西
念
寺
本
の
⑤
「

」
と
⑥
「

」
の
関
係
は
、
同
じ
西
念
寺
本
の
①
「

」
と

②
「
倅
」
の
関
係
と
同
様
で
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
西
念
寺
本
の
①
「

」
と
②
「
倅
」
の
相
違
は
、
末
尾
の
字
画
の
「
十
」
の
縦
画
で
あ
る
「
丨
」
が
、「
亠
」
の
直
下
か

ら
記
さ
れ
る
か
否
か
を
問
題
と
し
て
お
り
、「
亠
」
と
「
十
」
の
間
の
二
つ
の
「
人
」
を
縦
画
「
丨
」
が
左
右
に
分
け
る
か
、
そ
れ
と
も
、

縦
画
「
丨
」
は
二
つ
の
「
人
」
を
左
右
に
分
け
ず
に
、
単
に
末
尾
の
「
十
」
の
上
に
二
つ
の
「
人
」
を
乗
せ
て
い
る
か
ど
う
か
に
あ
る
。

こ
れ
は
観
智
院
本
の
①
「

」
と
②
「

」
の
関
係
と
同
様
で
あ
る
。

表
Ｂ-

16-

ａ
の
対
照
表
を
見
る
と
、
西
念
寺
本
の
⑤
「

」
と
⑥
「

」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
観
智
院
本
の
⑤
「

」
と
⑥
「

」
に
対
応
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し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
観
智
院
本
の
⑤
「

」
と
⑥
「

」
の
関
係
は
、
右
に
述
べ
た
観
智
院
本
の
①
「

」
と
②
「

」
の

関
係
と
同
様
で
あ
り
、
末
尾
の
「
十
」
の
縦
画
「
丨
」
が
、「
十
」
の
上
の
二
つ
の
点
「

」
を
左
右
に
分
け
る
か
否
か
の
相
違
に
よ
り
、

字
体
を
区
別
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ゆ
え
に
、
そ
の
観
智
院
本
の
⑤
「

」
⑥
「

」
と
、
西
念
寺
本
の
⑤
「

」
⑥
「

」
が
対
応
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
本
来
の
西

念
寺
本
の
⑤
「

」
は
、
西
念
寺
本
の
②
「
倅
」
や
観
智
院
本
の
⑤
「

」
の
よ
う
に
、「
十
」
の
縦
画
の
「
丨
」
が
二
つ
の
「

」
を

左
右
に
分
け
な
い
、
縦
画
の
「
丨
」
が
低
い
位
置
か
ら
起
筆
さ
れ
る
字
体
で
、「
十
」
の
縦
画
の
「
丨
」
が
二
つ
の
「

」
を
左
右
に
分

け
る
西
念
寺
本
の
⑥
「

」
と
対
立
す
る
字
画
の
異
体
字
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

以
上
に
よ
り
、
観
智
院
本
と
西
念
寺
本
の
異
体
字
の
対
応
関
係
は
整
理
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
さ
て
、
表
Ｂ-

16-

ａ
に
見
る
よ
う

に
、
高
山
寺
本
で
は
、
こ
の
西
念
寺
本
の
⑤
「

」、
観
智
院
本
の
⑤
「

」
に
相
当
す
る
異
体
字
が
見
え
な
い
一
方
で
、
西
念
寺
本
・

観
智
院
本
に
見
え
な
い
②
「
伜
」
が
存
在
す
る
。
西
念
寺
本
の
⑦
「

イ
本
」
の
「

」
字
は
、
い
わ
ゆ
る
『
伜
』
の
字
画
の
一
部
で
あ

る
『
九
』
の
末
尾
を
撥
ね
て
は
い
な
い
が
、
高
山
寺
本
の
②
「
伜
」
と
同
じ
字
体
を
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
容
易
に
推
測
さ
れ
る
。

恐
ら
く
、
高
山
寺
本
の
②
「
伜
」
の
よ
う
な
字
が
、
転
写
の
過
程
で
、
西
念
寺
本
の
④
「

」、
観
智
院
本
の
④
「

」
の
よ
う
に
変

形
し
、
字
画
の
『
九
』
が
「
尢
」
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
本
来
『
伜
』
で
あ
っ
た
も
の

が
西
念
寺
本
で
は
④
「

」
の
よ
う
に
変
化
し
た
た
め
に
、
そ
の
後
の
異
本
対
照
作
業
に
お
い
て
は
、『
伜
』
字
が
西
念
寺
本
に
存
在
し

て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
て
、
異
本
注
記
⑦
「

イ
本
」
が
付
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

異
本
注
記
⑦
「

イ
本
」
は
、
標
出
漢
字
の
冒
頭
の
①
「

」
の
右
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
資
料
Ｂ-

16
の
観
智
院
本
・
高
山
寺
本
の

様
子
か
ら
も
、
冒
頭
の
標
出
漢
字
が
『
伜
』
字
で
あ
る
写
本
は
確
認
さ
れ
な
い
。
字
体
的
に
見
れ
ば
、
六
つ
の
標
出
漢
字
の
中
で
は
、
や

は
り
西
念
寺
本
に
お
い
て
は
、
④
「

」
が
近
似
し
て
い
る
と
は
い
う
も
の
の
、
こ
の
項
目
で
は
、『
十
』
の
縦
画
の
『
丨
』
が
『
亠
』
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の
直
下
か
ら
記
さ
れ
る
か
否
か
と
い
う
よ
う
な
微
妙
な
区
別
を
必
要
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
異
本
対
照
者
に
お
い
て
は
、
字
画
の
『
九
』

と
「
尢
」
の
相
違
に
つ
い
て
も
、
弁
別
の
た
め
の
重
要
な
相
違
点
で
あ
る
か
の
よ
う
に
考
え
て
し
ま
い
、
異
本
に
記
さ
れ
て
い
る
「

」

字
が
、
西
念
寺
本
の
六
つ
の
異
体
字
の
い
ず
れ
か
に
相
当
す
る
も
の
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
七
つ
目
の
異
体
字
の
存
在
を
推
測
さ
せ
て
し
ま

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
、
異
本
注
記
⑦
「

イ
本
」
の
記
載
場
所
の
決
定
を
困
難
に
さ
せ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
そ
し
て
、
思
案
の
結
果
、
冒
頭
の
①
「

」
の
右
に
記
す
こ
と
で
、
当
該
本
の
い
ず
れ
か
の
異
体
字
に
対
応
す
る
も
の
で
は
な
い
こ

と
を
示
そ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

対
応
す
る
異
体
字
が
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
す
の
で
あ
れ
ば
、
も
ち
ろ
ん
冒
頭
以
外
の
箇
所
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
冒

頭
の
①
「

」
と
②
「
倅
」
字
の
傍
を
選
ん
だ
の
は
、
異
体
字
の
変
化
形
と
し
て
、『
卒
』
と
『
卆
』
の
関
係
が
一
般
的
に
よ
く
知
ら
れ

る
デ
ザ
イ
ン
で
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
②
「
倅
」
字
で
は
な
く
、
①
「

」
の
右
に
配
し
た
の
は
、
偶
々
、
①
「

」
が

冒
頭
で
あ
っ
た
だ
け
の
こ
と
と
考
え
る
。

こ
の
西
念
寺
本
の
異
本
注
記
⑦
「

イ
本
」
の
記
載
場
所
の
問
題
か
ら
す
れ
ば
、
異
本
に
お
い
て
は
、
六
つ
の
異
体
字
が
同
じ
順
序
で

配
列
さ
れ
て
い
る
西
念
寺
本
と
観
智
院
本
の
関
係
の
よ
う
に
は
な
っ
て
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
文
字
数
や
配
列
が
同

じ
で
あ
れ
ば
、
異
本
で
発
見
し
た
「

」
字
が
、
西
念
寺
本
の
④
「

」
に
対
応
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
両
者
の
字
形
の
類
似
か
ら
、

さ
ほ
ど
無
理
な
く
関
係
付
け
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
高
山
寺
本
に
②
「
伜
」
字
が
見
え
る
こ
と
か
ら
も
、
西
念
寺

本
と
は
異
体
字
の
字
数
や
配
列
順
が
異
な
る
高
山
寺
本
の
よ
う
な
記
載
状
況
の
写
本
が
、
異
本
対
照
で
用
い
ら
れ
た
写
本
で
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

※
紙
面
の
都
合
に
よ
り
本
稿
を
分
載
致
し
ま
す
。
以
下
続
。
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（
38
）（
14
）
の
草
川
氏
の
『
五
本
対
照
類
聚
名
義
抄
和
訓
集
成
』
で
は
、
こ
の
西
念
寺
本
の
⑦
「
ソ

ク
」
の
例
を
『
ソ
メ
ク
』
と
解
し
て
『
ソ
メ

ク
』
の
項
に
配
さ
れ
て
い
る
。
因
に
、『
ソ
メ
ク
』
の
項
に
は
高
山
寺
本
の
⑥
「
ソ
ヌ
ク
」
の
例
を
列
挙
せ
ず
、
高
山
寺
本
の
⑥
「
ソ
ヌ
ク
」

に
つ
い
て
は
、『
ソ
ヌ
ク
』
の
項
目
を
別
に
立
て
ら
れ
て
い
る
。

（
16
）
の
中
田
氏
の
『
古
語
大
辞
典
』
の
『
ぞ
め
く
』
の
項
目
で
は
、
資
料
Ｂ-

11
の
観
智
院
本
の
例
を
用
例
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
語

誌
に
は
、
観
智
院
本
の
「
鬩
」（
法
下
78
）
項
目
に
「
ソ
ヌ
ク
と
あ
る
が
、
ヌ
は
メ
の
誤
写
」
と
す
る
。
ま
た
、「
ソ
」
に
清
音
の
声
点
が
あ
る

こ
と
か
ら
、「
ぞ
め
く
」
は
「
そ
め
く
」
か
ら
濁
音
化
し
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
資
料
Ｂ-

11
の
高
山
寺
本
の
⑥
「
ソ
ヌ
ク
」
の
「
ソ
」
に
も

清
音
の
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。
観
智
院
本
の
「
鬩
」
項
目
と
資
料
Ｂ-

11
の
高
山
寺
本
と
西
念
寺
本
の
異
本
注
記
で
『
ソ
ヌ
ク
』
の
例
が
見
ら

れ
る
こ
と
は
、『
ソ
ヌ
ク
』
の
語
形
の
存
否
に
係
わ
っ
て
き
そ
う
で
は
あ
る
が
、
そ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
す
る
。

（
12
）
の
正
宗
氏
は
『
ソ
メ
ク
』
の
項
目
に
お
い
て
、
観
智
院
本
の
「

」（
仏
上
23
）
の
例
に
つ
い
て
は
、「
◦
此
詞
字
鏡
集
一
夲
ヲ○

メ
ク
あ

り
可
考
」
と
し
て
、
語
形
自
体
の
問
題
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
『
ソ
メ
ク
』
の
項
目
に
「
鬩
」（
法
下
78
）
項
目
の
例
を
示
し
て
い

る
が
、
実
際
に
は
「
ソ
メ
ク
」
で
は
な
く
「
ソ
ヌ
ク
」
と
あ
る
こ
と
に
触
れ
て
い
な
い
。「
鬩
」
の
「
ソ
ヌ
ク
」
の
「
ヌ
」
に
つ
い
て
は
『
メ
』

で
あ
る
こ
と
が
自
明
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
誤
写
な
ど
の
指
摘
が
な
い
こ
と
は
不
審
で
は
あ
る
。

（
25
）
の
藤
堂
氏
の
『
鬩
』
項
目
で
は
、
古
訓
の
例
と
し
て
観
智
院
本
の
「
鬩
」（
法
下
78
）
の
一
例
と
し
て
「
ソ
メ
ク
」
を
挙
例
し
て
い
る
。

（
13
）
の
長
島
氏
は
『
鬩
』
字
を
門
構
え
の
部
首
に
配
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
観
智
院
本
の
「
鬩
」（
法
下
78
）
の
例
と
し
て
「
ソ
メ
ク
」
を
挙

げ
て
い
る
。

望
月
郁
子
氏
（『
類
聚
名
義
抄
四
種
声
点
付
和
訓
集
成
』
笠
間
書
院　

昭
和
49
年
３
月
）
は
、
高
山
寺
本
の
「

」
項
目
、
観
智
院
本
の
『
鬩
』

項
目
の
用
例
と
し
て
『
ソ
ヌ
ク
』
を
認
め
て
い
る
。
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（
39
）（
５
）
の
諸
橋
氏
の
『
大
漢
和
辞
典
』
に
は
、563

に
「

」
が
あ
る
が
直
接
的
に
「
ぞ
め
く
」「
そ
め
く
」
に
関
す
る
訓
は
見
受
け
ら
れ
な

い
。
義
が
相
通
す
る
と
す
る10093

の
「
很
」
に
は
「
せ
め
ぐ
」「
あ
ら
そ
う
」
の
義
が
あ
る
。

（
40
）「

」
字
に
つ
い
て
は
、（
５
）
の
諸
橋
氏
の
『
大
漢
和
辞
典
』
の404

に
記
載
が
あ
る
。

（
41
）「

」
字
に
つ
い
て
は
、（
５
）
の
諸
橋
氏
の
『
大
漢
和
辞
典
』
の1260

に
記
載
が
あ
る
。

（
42
）
標
出
漢
字
「

」
の
漢
字
音
か
ら
す
れ
ば
、
反
切
の
韻
母
字
と
し
て
〈
ｃ
〉
案
の
『
債
』
字
、
す
な
わ
ち
、
観
智
院
本
の
「

」（
債
）
字
は
、

不
適
格
と
な
る
か
ら
、
誤
り
と
な
る
。
し
か
し
、
西
念
寺
本
の
「

イ
」
は
異
本
注
記
で
あ
る
か
ら
、
仮
に
こ
こ
で
は
「
亻
」（
人
偏
）
の

『
債
』
字
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
異
本
で
の
状
況
を
そ
の
ま
ま
記
し
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
異
本
注
記
と
し
て
の
情

報
の
価
値
は
と
も
か
く
と
し
て
、
行
為
と
し
て
は
あ
り
得
な
い
も
の
で
は
な
い
。

（
43
）「

イ
」
の
「

」
字
を
〈
ｃ
〉〈
ｄ
〉
で
『
債
』『
漬
』
に
相
当
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
が
、『
盡
』
字
を
書
き
崩
し
て
草
体
化
し
た

字
形
に
は
、『
責
』
字
を
書
き
崩
し
た
も
の
に
類
似
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

（
44
）（
２
）
の
ｄ
の
第
８
項
目
「
盡
丶
」（
資
料
８
）
の
考
察
の
際
は
、
異
本
対
照
の
ケ
ー
ス
を
深
く
考
慮
し
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
案
を
採
用
し

な
か
っ
た
が
、
こ
の
案
の
可
能
性
が
最
も
高
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
45
）「

」
字
に
つ
い
て
は
、（
５
）
の
諸
橋
氏
の
『
大
漢
和
辞
典
』
の1179

に
記
載
が
あ
る
。

（
46
）（
21
）
の
集
韻
（
巻
九
・
入
聲
・
曷
第
十
二
・
689
頁
）
に
よ
る
。

（
47
）「

」「

」
に
つ
い
て
は
、（
５
）
の
諸
橋
氏
の
『
大
漢
和
辞
典
』
に
記
載
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

（
48
）
偏
が
「
言
」
で
、
旁
の
門
構
え
の
内
部
の
字
画
を
「
東
」
で
は
な
く
『
柬
』
と
す
る
場
合
、（
５
）
の
諸
橋
氏
の
『
大
漢
和
辞
典
』
の36142

に
記
載
が
あ
る
。

（
49
）
偏
が
『
氵
』
で
、
旁
の
『
門
』
構
え
の
内
部
の
字
画
を
「
東
」
で
は
な
く
『
柬
』
と
す
る
場
合
、（
５
）
の
諸
橋
氏
の
『
大
漢
和
辞
典
』
の
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18722

に
記
載
が
あ
る
。

（
50
）
異
本
対
照
作
業
は
当
該
本
の
校
訂
作
業
で
あ
る
か
ら
、
異
本
の
方
が
誤
記
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
を
訂
正
す
る
必
要
は
な
い
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
、
対
照
作
業
に
よ
っ
て
二
つ
の
写
本
を
同
時
に
校
訂
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
得
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
校
訂
の
方
法
が
異
本
注
記
の

追
記
の
み
で
あ
る
場
合
、
複
数
の
写
本
の
同
時
校
訂
が
実
施
さ
れ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
特
別
な
記
録
で
も
な
い
限
り
、
残
さ
れ
た
写
本

か
ら
は
伺
い
知
る
こ
と
は
不
可
能
と
考
え
る
。
ま
た
、
二
本
同
時
校
訂
の
場
合
、
一
方
の
情
報
が
他
方
へ
記
載
さ
れ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、

そ
の
二
本
は
互
い
に
知
ら
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
、
そ
の
箇
所
が
相
手
方
と
相
違
し
て
い
た
と
い
う
事
実
は
知
ら
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

（
51
）
小
林
恭
治
「
高
山
寺
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
書
写
方
針
の
変
化
に
つ
い
て
」（『
築
島
裕
博
士
古
希
記
念
国
語
学
論
集
』　

汲
古
書
院　

平
成

７
年
10
月
）
の
「
音
」
字
な
ど
。

（
52
）
縦
画
の
下
部
を
撥
ね
上
げ
る
特
徴
が
、
観
智
院
本
の
「
仏
上
」
の
書
写
者
に
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
田
村
夏
紀
「
観
智
院
本
『
類
聚
名

義
抄
』
の
２
人
の
書
写
者
の
漢
字
字
体
の
違
い
」（『
日
本
語
学
会
２
０
１
０
年
度
春
季
大
会
予
稿
集
』
日
本
語
学
会　

平
成
22
年
５
月
）
に
指

摘
が
あ
る
。

（
53
）「
倅
」
字
に
つ
い
て
は
、（
５
）
の
諸
橋
氏
の
『
大
漢
和
辞
典
』
の750

に
記
載
が
あ
る
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
第
七
十
七
回
訓
点
語
学
会
研
究
発
表
会
（
平
成
９
年
10
月
17
日　

於　

山
形
大
学
）
に
お
い
て
、「
西
念
寺
本
類
聚

名
義
抄
に
お
け
る
増
補
と
脱
漏
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
口
頭
発
表
し
た
も
の
の
一
部
を
も
と
に
加
筆
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
。


